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神奈川県産鉱物目録

加藤昭－木島勇

Akira Kato , Isamu Kijima : A list of minerals from Kanagawa Prefecture 

I.序

ある行政区画に含まれる自然の構成物につい

て、それらが網羅されることを目的として自然科

学の領域という観点、からまとめられていれば、そ

れは自然から与えられた共有財産の目録の一部で

あり、区画外の人々もそれを利用できる。実際す

でにわが国では、北海道・岩手・宮城・石川｜・京

都・兵庫・山口・福岡の各県で鉱物誌あるいはこ

れに近いものが公表されており、これらは純学術

的な記述として引用しうる内容を持っている。神

奈川県産鉱物については、森・木島（1984）が総括

して93種を報告している。今回はこれを補訂する

ことと、これ以後確認されたものや、これに記述

されたものの再検討を行った。この種の作業、特

に鉱物産地というものの学術的な意昧づけの一般

的統一は困難で、その点であくまでも鉱物産地と

は特異な鉱物の、あるいはそれを含む集合の出現

地点であるという概念で取り組んだが、ある程度

の広がりをもって地質単位を構成する岩石の鉱物

成分の取扱いについては、これを産地を特定せず

にその岩石の露出という表現を用いた。この種の

記述というものは最初から完壁に県産出の鉱物種

を網羅できるものではなく、あくまでも一段階終

了時の報告ということで御理解いただければ幸い

である。

なお、内容については引用した文献のほか故樫

井欽一博士の御遺族の御厚意により、博士が執筆

中であった日本鉱物誌第四版の原稿を拝見させて

頂くことができた。文献の明示されていないデー

タはこの中の記述によるものである。また、森・木

島（1984）の直接引用による部分もあるので、この

文献も御参照頂ければ幸いである。また神奈川県

立博物館平田大二主任学芸員・山下浩之技師、東

京大学総合資料館清水正明博士、国立科学博物館

斎藤靖二博士－松原 聴博士、故草下英明氏、無

名会山本亮一氏には未公表情報の引用を言午可され
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た。乙乙に厚く御礼申し上げる次第である。

II.記述内容

内容は神奈川県内に産するという情報のある鉱

物種を鉱物の化学組成に基づく系統分類順に配列

し、それぞれについて和名・英名・理想化学組成

式・結晶系を列記したのち、県内で記述のある、あ

るいは著者らが標本として、または情報として

持っている内容を紹介した。

和名は最も広く用いられていると判断されたも

のを、英名は現在国際鉱物学連合新鉱物・鉱物名

委員会で採用されているものによった。理想化学

組成式は主にHりlzel(1993）を採用した。結晶系
はその種について記載されているものを記述した

が、 一つの種で複数の系を持つものは、特に本県

産のものについての検討結果が複数の結晶系の存

在を示していない限り、より普通のものに統ーし

た。産出に関する記述方法については、既存の鉱

物誌に用いられている表現方法に準拠したが、そ

の多くは肉眼的な観察結果を重視しており、顕微

鏡的・超顕微鏡的な観察結果に関しては必要で、な

い限り引用していない。また、記述内容について、

他の産地の同一種との比較も行つてない。また、

字数の関係から、記述中では化学分析値を重視し、

光学的・結晶学的データは引用しなかった。

川．各論

1 .元素鉱物

1.1.自然硫黄 Nativesulphur S 斜方
箱根町大湧谷および湯ノ花沢において硫気孔の

周囲に昇華物として産し、 時に両錐形の長さ数

mmにおよぶ自形結晶をなす（伊藤.1磐井，1947）。

1.2.自然銀 Native silver Ag等軸
山北町広河原の山北鉱山の熱水鉱脈型銅鉱床中



に産する（森・木島， 1984）。

1.3.自然金 Native gold Au等軸

山北町大棚沢の鎌田鉱山の層状硫化鉄鉱鉱床の

銅鉱中に含まれるという（森・木島， 1984）。

2.硫化鉱物

2.4.輝銅鉱 Chalcocite Cu2S単斜

山北町玄倉北方にある丹沢鉱山の熱水鉱脈型銅

鉱床中に産する（森・木島，1984）。

2.5.黄銅鉱 Chalcopyrite CuFeS2正方

山北町玄倉北方にある坂口鉱山及び丹沢鉱山、

同町広河原の熱水鉱脈型銅鉱床中に産する（森・

木島，1984）。

山北町大棚沢の鎌田鉱山の層状硫化鉄鉱鉱床中

に産する（森・木島＇ 1984）。

2.6.磁硫鉄鉱 Pyrrhotite Fe1_xS 単斜（擬六方）

山北町大棚沢の鎌田鉱山の層状硫化鉄鉱鉱床中

に産する傍・木島，1984）。他に微細なものは、丹

沢産地を構成する石英閃緑岩や矢倉岳を構成する

閃緑岩中に見られる。

2.7.黄鉄鉱 Pyr恥 FeS2等軸

秦野市渋沢にある渋沢鉱山において変質した凝

灰岩中に小結晶をなして産する（森・木島，1984）。

山北町大棚沢の鎌田鉱山の層状硫化鉄鉱鉱床中

の主な鉱石鉱物として産する。

3酸化鉱物

3.8.苦土尖晶石 Spinel MgAlp 4等軸

山北町帯沢白石沢の苦灰石起源のスカルン中に

斜ヒューム石・苦土轍横石などと微細粒をなす

（加納，1951）。

3.9.クロム苦土鉱 Magnesiochrornite MgCr 20 4等軸

横須賀市池上五丁目に露出する蛇紋岩中に微量

成分として産し、黒色亜金属光沢粒状をなす。

3.10.クロム鉄鉱 Chromite FeCrp 4 等軸

横須賀市小矢部の蛇紋岩体中に黒色亜金属光沢

をなす微粒鉱物はクロム鉄鉱とされているが、苦

土クロム鉱の可能性が大きLE。

3.11.磁鉄鉱 Magnetite Fe2+Fe3+20 4等軸
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山北町帯沢白石沢の三保鉱山の接触交代型の鉱

床中に塊状の集合をなして産する （森・木島，

1984）。

二宮町上町付近の海岸から相模湾沿岸にかけて

存在する砂鉄鉱床の主成分をなす（鈴木・小林，

1963）。

3.12.ハウスマン鉱HausmanniteMn2+Mn3+p 4正方

秦野市背戸ノ沢大日鉱山で塊状のカリオピライ

ト・含マンガン灰磐石棺石などと微細な集合をな

す但irataet al吋 1995）。化学分析値は Fez032.67, 

Mnz03 65.32, MnO 30.53，計98.52%である。

3.13.赤鉄鉱 Hematite Fez03六方

山北町尺里（ひさり）にある高松鉱山では石灰岩

中の塊状の赤鉄鉱がかつて採掘された。また尺

里・松田町萱沼付近の石灰岩中に団塊として産す

る（末包ほか＇ 1978）。

松田町松田総領一帯に露出する低変成度の広域変

成岩中に赤鉄鉱と石英の集合からなる部分がある。

3.14チタン鉄鉱 Ilmenite FeTi03六方

二宮町袖ケ浦海岸付近に見られる砂鉄層中に磁

鉄鉱と混在する。精鉱中重量で＇Ti02最高9°Aiに達す

るものがあり、少量のパナジン (V205く0.5%）も含

まれる（鈴木・小林，1963）。

3.15.クリストパノレ石 Cristobalite SiOつ正方

箱根火山を構成する火山岩中、デイサイト・安

山岩などの石基中に広く顕微鏡的に認められる。

湯河原町鍛冶屋で黒曜石転石中の径数mm程度

の灰白色琢状物質の主成分をなす。またデイサイ

トの空隙中に白色粒状物質として鱗珪石（次項）な

どと共に産する。

箱根町大湧谷にある噴気孔付近の安山岩を原岩

とする変質岩の構成成分をなすいわゆる蛋白石の

主成分は低結晶度のクリストバル石である。

3.16.鱗珪石 TridymiteSi02単斜（擬六方）

湯河原町鍛冶屋のデイサイトの空隙中に白色六

角板状結晶の集合として産し、径数mmiこ達する。

真鶴町真鶴に露出する普通輝石安山岩の空隙中

に微細な白色六角板状の結晶をなす（森・木島，

1984）。

3.17.石英 Quartz Si02六方



各種火山岩・堆積岩－変成岩の主成分をなす。白

形結晶と しては微細なものの産地がある程度である。

山北町玄倉付近の石英閃緑岩中に発達する石英

脈中に空隙を持つものに見られる。

湯河原町広河原において安山岩の空隙中に微結

晶をなす。

3.18.軟マンガン鉱円rrolusiteMn02正方

山北町尺里および松田町萱沼において石灰岩

中に細脈をなし、水マンガン鉱と共存する（末包

ほか，1978）。

3.19.クリプトメ レーン Kz.xMnP16単斜

秦野市背戸ノ沢大日鉱山産のパラ輝石あるいはカ

リオピライトなどの表面をおおう黒色亜金属光沢の

二酸化マンガン鉱物の主成分をなし、轟石を伴う。

3.20.ホランド鉱 Hollandite Ba1.xMn8016単斜

山北町悪沢の丹沢湖畔に露出する広域変成岩の一

部に見られる紅簾石一石英片岩の薄層の微量成分の

黒色長粒状物質はホランド鉱を含む。

3.21.轟石Todorokittョ(Mn2+,Ca）恥h九07・2Hp単斜
秦野市背戸ノ沢大日鉱山の紅簾石などからなる低

品位マンガン鉱石の表面をおおう黒色土状の二酸

化マンガン鉱物の主成分をなし、少量のランシー

鉱 （次項）を含む。カリオピライトからなる鉱石の

表面の同様外観の物質中ではクリプ卜 メレーンの

随伴鉱物をなす。

3.22.ランシー鉱 Rancieite 

(Ca,Mn2+) Mn4+p9・3H20六方

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の低品位マンガン鉱石の

表面をおおう暗褐色土状物質は各種の二酸化マンガ

ン鉱物からなるが、それらのうち比較的褐色昧の強

いものに多く含まれるようである。低結晶度。

3.23.針鉄鉱 Goethite FeOOH斜方

箱根町姥子温泉に産するいわゆる沼鉄鉱の主成

分をなし、木の葉とともに沈殿した褐色土状物質

を構成する。

3.24.水マンガン鉱 Manganite MnOOH単斜（擬

斜方）

山北町尺里および松田町萱沼付近に露出する石

灰岩中に産する赤鉄鉱団塊中に細脈をなし、軟マ
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ンガン鉱と産する（末包ほか，1978）。

4.ハロゲン化鉱物

4.25.岩塩 HaliteNaCl等軸

三浦市城ケ島海岸で、海水がしみ込んだ堆積岩

の割れ目に沿うて白色皮膜状物質をなす。

5.炭酸塩鉱物

5.26.菱マンガン鉱陥odochrositt三Mn[CO） 六方

秦野市背戸ノ沢大日鉱山のカリオピライトから

なる塊状のマンガン鉱石を切る淡紅色の細脈と し

て産する。

山北町尺里の高松鉱山のマンガンパンペリー石を

主とするマンガン鉱石を切る淡紅色の細脈をなす。

5.27方解石 Calcite Ca [ C03］六方

山北町帯沢に産する再結晶石灰岩の主成分をなす。

同町尺里・松田町萱沼付近の石灰岩の主成分を

なす。

横須賀市池上五丁目・小矢部などに露出する蛇

紋岩 ・変斑＊属岩中に細脈をなす。

5.28.苦灰石 Dolomite CaMg [C03] 2六方

横須賀市池上五丁目に露出する蛇紋岩を切る方

解石の白色細脈中に凝乳状集合をなす。一般に方

解石よりわずかに黄色昧を帯びる。

山北町帯沢などに産する再結晶石灰岩のX組粉

末回折実験において、少量成分として苦灰石の存

在が認められている。

5.29.震石 AragoniteCa [CO）斜方

横須賀市池上五丁目に露出する蛇紋岩の割れ目

に沿って白色ないし無色透明の微細な長柱状結晶

をなし、また放射状集合を形成する。

湯河原町湯河原温泉に産する。白色繊維状結晶

の平行集合からなる層状の沈澱物を形成する。ま

た同心円構造を持った径数mmの粒状をなす。

5.30.孔雀石 Malachite Cu2 [(OH) 2 IC03］単斜

山北町玄倉にある丹沢鉱山の黄銅鉱一石英脈の

一部に少量産出する（森・木島，1984）。

6.硫酸塩鉱物

6.34.鉄明磐石Jarosite町《 ［の町 0I C鈎）zl六方
箱根町大湧谷および湯ノ花沢にある噴気孔付近

に生成されている黄褐色ないし褐色土状物質の主



成分をなす。

6.35.石膏 Gypsum Ca [SO 4] 2Hp単斜

箱根町大湧谷の噴気孔周辺に産し、最大3cmに

およぶ白色白形あるいは双晶をなす（今永・平田，

1980) 

横須賀市鷹取山付近の凝灰質砂岩の割れ目に最

大長1cmに及ぶ針状結晶の集合体をなす（今永・

平田， 1980）。

6.36.舎利塩 Epsomite Mg [SO 4] 7Hp斜方

横須賀市久里浜千駄ケ崎付近の泥岩の表面に冬季

発生する白色毛状物質は舎利塩と同定されている。

6.37.アルノーゲンAlunogenAl」［S04]3 1市p三斜
箱根町大湧谷および湯ノ花沢のI噴気孔周辺にき

わめて脆い白色毛状物質あるいはこれからなる皮

膜として産する。化学分析値はFeO0.46, Cao 0.15, 

~0315.07, Si02 0.82,S03 38.36, Hp  44.60，計99.46%
となっている（伊藤・棲井， 1947）。

6.38.毛磐HalotrichiteFe2·~ [SO 4] 4 22H20単斜
箱根町大湧谷および湯ノ花沢のl噴気孔周辺に産

する白色繊維状物質の構成する。化学分析値は

FeO 7.26, MgO 0.30, CaO 0.42, Alp3 10.40, S03 

34.44, Hっ045.90，計 100.20%である（伊藤・樫井，

1947）。

7.燐酸塩鉱物

7.39.弗素燐灰石Fluorapatite~ [F I問））六方
各種火成岩－変成岩の少量成分として広く産する。

7.40. 塩素燐灰石 Chlo即a除~［Cl I (PO）） 六方
山北町玄倉付近において、石英閃緑岩の割れ目

に石英・緑泥石などど産する。六角短柱状長さ 4

cm、径2.5cmに達する。累帯構造を持ち、内部は

飴色半透明、外部は白色不透明で、あるが、何れも

塩素燐灰石である。化学分析値の一例は、 SiOz 

0.14, A1p3 0.52, Fep3 0.36, Cao 54.01, MgO 0.26, 

Nap 0.37, ~o 0.15, Pz0540.15,F1.32, Cl 4.16，灼減

0.63，仮合計102.01%,-F2=0 0.55, -Cl2=0 0.94，総計

100.52%である（伊藤樫井， 1947）。

7.41. 水酸燐灰石 Hyclroxylap枇~ [OH I (PO) 31 

六方

座間市梨ノ木坂にある墳墓から出土した古代人
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の遺骨の結晶化産物としてブラッシュ石（次項）と

共に産する。

7.42.ブラッシュ石BrushiteCa [POpHJ 2Hp単斜

座間市梨ノ木坂にある墳墓から出土した古代人

の遺骨の結晶化産物として産し、無色ないし白色

半透明細長い平行四辺形の薄板状結晶をなす。最

大長数mm、非常にもろい。

8.珪酸塩鉱物

8.43.苦土撒横石 Forsterite Mg2 [SiO 4］斜方

山北町帯沢白石沢において、斜ヒューム石を含

むスカルン中に産し、微細な粒状結晶からなる灰

色の集合をなす。苦土尖晶石を伴う 。 （加納 7

1951）。

8.44.鉄轍棋石 Fayalite Fe2・2 [SiO 4］斜方

湯河原町鍛冶屋のデイサイトの空隙に暗褐色粒

状、時に柱面と庇面を持つ白形結晶として産し、

バルガス閃石・クリストパル石・鱗珪石などと産

する（Kuna,1940）。

8.45.マンガン撒楠石 TephroiteMn2 [SiO 4］斜方

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の塊状のカリオピライ

ト中に径数cm程度の黄緑色塊状集合をなす。

8.46.モンチチェリ撤横石Monticellite

CaMg [SiOJ 斜方

山北町帯沢ザレノ沢に産するスカルン中にヴェ

スヴ石・透輝石・珪灰石・トベjレモリ 一石・プロ

ムピエル石などと産する。灰褐色から灰黒色短柱

状ないし粒状をなす（神山，1934b）。 化学分析値

は、 Si0237.41 ， ~03 0.64, Fez03 3.81, FeO 1札 Cao

29.55, MgO 25.10，灼減 1.14，計 100.54%（神山，

1934d）。

8.47.鉄馨石棺石AlmandineFe2•3AJ2 [SiO 4] 3等軸

山北町悪沢から箱根屋沢にかけて分布する角閃

片岩中に発達する石英脈中に産する。

8.48.満磐石棺石SpessartineMn3Al2 [SiO 4] 3等軸

山北町悪沢丹沢湖畔に露出する紅簾石石英片

岩の少量成分として暗灰褐色微細粒をなす。

8.49.灰磐石棺石 Grossular Ca3Al2 [SiO 4] 3等軸

山北町帯沢白石沢およびザレノ沢に産するスカル



ン中に透輝石などと産する。前者においては含カ

リウムバルガス閃石・含アルミニウム透輝石など

と共に褐色粒状の結晶からなる集合を形成する

(Hirata & Kato, 1994）。化学分析値は次の通りで

ある。Si0237.64，~03 11.15, Ti02 0.63, Fez03 14.95, 

FeO 1.20, MnO 0.61, CaO 33.62，計99.80%。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山に産する紅簾石を主と

する集合中に灰褐色塊状の不定形集合をなす

但irataet al., 1995）。

8.50.灰鉄石棺石AndraditeCa3Fe3+2 [SiO 4] 3等軸

秦野市背戸ノ沢大日鉱山に産する赤鉄鉱に富ん

だ堆積岩中の少量成分をなす。

8.51.ジルコン Zircon Zr [SiO 4］正方

各種火成岩・変成岩の少量成分として各所に産

する。

8.52.斜ヒューム石Clinohumite

Mg9 [ (OH,F) 2 I (SiO 4) ) 単斜

山北町帯・沢白石沢において苦灰岩起源のスカjレ

ン中に微細な褐色粒状をなして産する（加納 3

1951）。

8.53.ブラウン鉱B悶山首te Mn2+Mn3+6 [08:Si04］正方

山北町尺里高松鉱山および秦野市背戸ノ沢大日

鉱山において黒色亜金属光沢の級密塊状集合をな

して石英の集合中に産する。

津久井町長者舎付近で採集されたヨハンセン輝

石を含む集合中に少量成分として産する （加藤，

1986）。化学分析値は次の通りである。Si0210.36,

Ti02 0.05, Al203 0.33, Fez03 1.60, Mnz03 76.20, MnO 

10.04, CaO 1.41，言十98.94%。

8.54.模石 TitaniteCaTi [O ISi04］単斜

各種深成岩の少量成分鉱物として産する。顕微

鏡的なものが多L)0 

8.55.ダト一石 Datolite CaB [OH I SiOJ単斜

山北町畑付近の安山岩岩脈の空隙に産する。

8.56.斜灰簾石Clinozoisite

白井~ [O JOH ISi04 I S~07] 単斜
横須賀市小矢部－池上五丁目に露出する変斑糖

岩中に淡紅色の細脈をなし、また斜長石を置き換

えて産する。
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8.57.緑簾石Epidote

C匂AlzFe3+[O I OH I Si04 I S~07] 単斜
丹沢山地の中心にある石英閃緑岩体中各所に細

脈をなす。

丹沢山地の南側に広く分布する広域変成岩中、

緑色岩起源のものの主成分をなす。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の層状マンガン鉱床の

下盤にある緑色岩中にその主成分をなし、またこ

れを切る細脈を構成する。

8.58.紅簾石Piemontite

C円Mn3+Alz[OH I 0 I Si04 I S~07] 単斜

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の変成層状マンガン鉱

床中に微細な長柱状結晶の集合からなる塊状物質

として産する。石英・カリオピライト－灰磐石棺

石などと共存する。

津久井町長者舎付近において採集されたヨハン

セン輝石を含む集合の主成分をなし、石英・昔、鉄

鉱・ブラウン鉱などと産する（加藤， 1986）。計算

された水分を加えた化学分析値は次の通りである。

Si02 37.20, Al203 20.58, Fe203 2.31, Mnz03 15.56, 

MnO 1.18, CaO 22.35, Hヮ01.87，計100.99%。

山北町中川付近において広域変成岩の主成分を

なすものは、石英・白雲母・曹長石・満磐石栴石－

方解石などと産する（Sekiet al., 1969）。化学分析

値は、 Si0238.91, Ti02 0.53, A1z03 18.89, Fez03 7.90, 

Mn20313.15, MgO 1.64, Cao 17.48, Nap 0.19, ~o 

0.21, Hp+ 1.82, H20-0.02, Pz05 0.06，計ー100.80%。

8.59.アルミノパンペリ ー石Pumpellyite-(Al) 

Ca~2 [OH IO I Hp I Si04 I Sip7J 単斜
丹沢山地の南側を構成する広域変成岩中、比較的

低変成度の緑色岩起源のものの主成分をなす。独特

の灰青緑色を呈するものが含量が多LE。清川村本谷

川流域産のものの化学分析値は次の通りである

(Seki et al., 1969）。 Si0237.22, Ti02 0.16, Alz03 18.84, 

Fez03 8.20, FeO 4.21. MnO 0.27, MgO 2.56, CaO 20.61, 

Na,O O必， ~O0.04, Hp+ 6.87, Hp-0.06，計99.49%。

8.60.苦土パンペリー石 Pumpellyite一例g)

Ca2MgAiz [(OH) 2:Hp:siO 4:s~07] 単斜
秦野市背戸ノ沢大日鉱山の紅簾石の集合に接し

て、帯黄灰色塊状をなす。

8.61.マンガンパンペリー石Pumpellyite-(Mn2+) 

C~Mn2+Alz [(OH) 2 I Hp I Si04 I Siz07] 単斜



山北町尺里高松鉱山で微細な柱状結晶の放射状集

合からなる塊状物質をなしてカリオピライト・石

英などと産する (Hira句 etal., 1992）。 水分を付加

し、再計算された化学分析値を次に示す。SiOワ

34.16, Ti02 0絹，A1z0310.82,Fe203 7.34, Mnp3 6.05, 

MnO 11.41, MgO 1.24, CaO 21.59, Hp  6.92，計

100.01%。
秦野市背戸ノ沢大日鉱山の変成層状マンガン鉱床

において、微細な柱状結晶の集合からなる淡肉灰色

塊状集合をなす。共存する紅簾石より色が淡い。

8.62. 未命名（ジュルゴルド石の Mn2• 置換体）

Unnamed (Mn2•-analogue of julgoldite) 

C~Mn2•Fe勺［（OH) 2 I Hp  I Si04 I S~07］単斜
山北町尺里高松鉱山において、赤鉄鉱 カリオ

ピライト・石英などからなる鉱石を切る，，，高1-

2mmの燈褐色の細脈の構成鉱物のーっとして、オ

ホーツク石（次項）と共存する (Hirata et al., 

1992）。水分を付加し、再計算した化学分析値は次

の通りである。Si0233.25, Alz03 0.78, Fep3 17.54, 

Mnp3 9.46, MnO 11.34, MgO 1.18, CaO 19.98, H20 

6.46，言十100.00%。

8.63.オホーツク石 Okhotskite 

C円Mn2•Mn3•2 [(OH) 2 I H20 I SiQ4 I S~07] 単斜
山北町尺里高松鉱山において、赤鉄鉱 ・カリオ

ピライト・石英英などからなる鉱石を切る｜幅1-

2mmの桂褐色の細脈の構成鉱物のーっとして産

し、前項未命名鉱物と共存する（Hirataet al., 

1992）。 水分を付加し、再計算された化学分析値

は、 Si0232.59, A1z03 3.39, Fep3 6.65, Mnz03 17.40, 

vp31.10, MnO 9.06, MgO 2.28, Cao 20.83, Hp 6.70, 
計 100.00%。

8.64.ヴェスヴ石Vesuvianite 

~le向井＼0 [(OH) 10 I (SiO) 10 I (S~07) J正方
山北町第沢白石沢およびザレノ沢に発達するス

カルンの主成分鉱物として産する。褐色ないし黄

褐色正方短柱状ないし複錐をなす（古木 渡遁，

1932）。両産地とも共存鉱物は透輝石・珪灰石・灰

磐石椙石・モンチチェリ轍楠石などで（神山 ，

1932c）、両産地のものの化学分析値はそれぞれ次の

通りである（高根，1933）。Si0235.48, 36.29 ; AlzO:i 

15.40, 16.09; Fep3 5.56, 5.23 ; FeO 1.57, 1.12, MgO 

2.01, 2.46 ; MnO 0.10, 0.10; Cao 34.90, 34.91 ; N~O 

1.15, 1.04; ~O 0.63,0.60, Hp 2.41, 1.92；計99.21,

100 

99.76%。

8.65.蓋青石 Cordierite Mg井~ [AISis016l斜方
山北町帯沢白石沢およびザレノ沢に露出する泥

岩起源のホルンフェルス（通称豆石）中に紫青灰色

粒状をなし、最大径 lcmを超える。黒雲母・白雲

母・石英・長石類などと産する。

8.66.鉄電気石Schor!

NaFe2刈［（O印 4l (B03) 3 I Sip18l 六方

山北町中川で上流の石英閃緑岩の露頭からのも

のと思われる転石中に微細な黒色柱状をなすが確

実でない。

8.67ビジョン輝石 Pigeonite 

(Mg,Fe2+,Ca,Al,Fe3•) 2 [ (Si,Al) P6l 単斜

箱根町箱根峠において安山岩中に斑晶をなす。

やや丸昧を帯びた粒状で長さ最大3mm程度、こ

れより粗粒の普通輝石・曹灰長石の斑晶を有する

(Kuno, 1935）。化学分析値は次の通りである。SiOフ

52.84, Ti02 0.22, Al203 0.44, Fe203 1.06, FeO 16.89, 

MnO 0.56, MgO 23.51, CaO 4.06, Na20 0.19, Hp-

0.22，計99.99%。

箱根町須雲川上流において安山岩の石基を構成

するものの化学分析値は次の通りである。SiOフ

50.56, Ti02 0.58, A1z03 1.41, Fep3 0.12, FeO 23.17, 

MnO 0.54, MgO 16.10, Cao 7.05, Na20 0.26, ~o 

0.23, Hp・ 0.07，言十100.09%。
箱根町湯本において、安山岩中の捕獲岩中に長

さlmmに及ぶ柱状結品をなす。化学分析値は次

の通りである。Si0249.30, Ti02 0.60, Al?O•: 0.68, 

Fep:; 3.83, FeO 23.17, MnO 2.44, MgO 15.38, CaO 

3.14，言十98.54%。

8.68.透輝石 Diopside CaMg [S~0 6］ 単斜

山北町帯沢白石沢およびザレノ沢に発達するス

カルンの主成分をなす（神山， 1932a）。ヴェスヴ

石 ・珪灰石・灰磐石棺石など産し、時にモンチチェ

リ撒横石、あるいはノ＼）レガス閃石を伴う (H廿ata&

Kato, 1992）。ザレノ沢産の黄緑色半透明柱状結晶の

化学分析値はSi0251.61, Al203 2.53, Fe202: 2.61, 

MgO 17.15, CaO 24.43，計 98.33%である（神山，

1934a) o またバルガス閃石と共存する灰色粒状で

Al203に富むものは、 Si0244.31, Al203 9.92, Ti02 

0.80, Fep3 7.10, FeO 1.92, MgO 11.01, CaO 25.08, 

計 100.14%を与える (Hirata & Kato, 1994）。



8.69.ヨハンセン輝石JohannseniteCaMn [Sip6] 

単斜

津久井町長者舎付近にある小規模な変成マンガ

ン鉱床からの転石と思われる鉱石中に認められた。

ブラウン鉱と赤鉄鉱からなる塊状の集合中の割れ

目をみたす紅簾石の集合中に淡灰褐色径5mm程

度のほとんど単鉱物からなる集合をなす （加藤，

1986）。化学分析値は次の通りである。SiOヮ49.29,

A1p3 0.42, Fep3 1.00, MgO 2.03, MnO 26.55, CaO 

21.Bi，言十100.10%。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山において塊状のカリオ

ピライトの集合中に顕微鏡的な微粒をなす（Hirata

et al., 1995）。 化学分析値はSi0248.91, A1z03 0.41, 

FeO 0.49, MnO 23.29, MgO 3.16, CaO 23.61，計

99.88%となっている。

8.70.普通輝石Augite (Ca,Mg,Fe,Al) 2 [ (Si,Al) P6l 

単斜

箱根火山を構成する各種火山岩の主要構成成分

をなす。箱根町仙石原北方の紫蘇輝石一概横石

普通輝石安山岩中の斑晶をなすものの化学分析値

はSi0251.44, Alz03 2.09, Fep3 1.01, FeO 6.73, MgO 

16.45, MnO 0.21, Cao 19.94, Na20 0.32, ~o 0.17, 

HっO“0.36,Ti02 0.75，言十99.47%となっている

(Kuno, 1950）。

箱根火山周辺に分布するデイ サイト質軽石層中

に斜方輝石と産する。斜方輝石より褐色昧がなく、

磁鉄鉱を包有することが少ない。

山北町帯沢北方で、緑色岩中に貫入する安山岩岩

脈の斑晶をなす。暗緑色短柱状の良品で最大長 I

cmに達する。

小田原市御幸町小峰においてデイサイトの斑晶

として曹灰長石と共に暗緑色柱状結晶として産し、

最大長6mmに及ぶ。時に {100｝を双晶面とする

双晶をなす。化学分析値は次の通り。Si0250.87, 

Ti02 0.48, A1p3 3.22, Fep3 0.49, FeO 7.51, MnO 0.07, 

MgO 14.14, Cao 23.87, Nap 0.32, ~o 0.10, Hp-
0.05，計101.12%。

8.71.頑火輝石 Enstatite (Mg,Fe2•) 2 [Si206］斜方
（従来 『斜方輝石』とLEうグループ名で呼ばれて

来た、頑火輝石・ 古銅輝石 ・紫蘇輝石 ・鉄紫蘇輝

石 ・ユーラ イト・鉄珪輝石など Mg/Fe2• 比によっ

て細分される鉱物種は、 Mg端成分である頑火輝

石とFe端成分で、ある鉄珪輝石の二つの種名だけで

－呼ばれることとなった 仏tlorimoto,1988）。 従っ

て、ここにはかつて紫蘇輝石Hyperstheneとして

記載されたものがすべて含まれるので、原記載の

記事は、紫蘇輝石（斜方輝石）のように引用する。）
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箱根町箱根峠に露出する普通輝石 ビジョン輝

石一紫蘇輝石 （斜方輝石）安山岩の斑晶をなす

(Kuno, 1950）。化学分析値は次の通りである。Si02

52.07, Ti02 0.47, Al203 1.70, FeO 22.65, MnO 0.48, 

MgO 21.13, Cao 1.55，計100.05%。

湯河原町広河原産の含普通輝石一紫蘇輝石（斜

方輝石）デイサイトの斑品をなす （Kuno,1954）。

化学分析値は次の通り である。Si0252.22, Ti02 

0.08, A1p3 0.43, Fep3 0.70, FeO 25.91, MnO 0.83, 

MgO 18.54, Cao 1.28，計99.99%。
鎌倉市建長寺付近に露出する紫蘇輝石 （斜方輝

石）一普通角閃石デイサイト質凝灰岩の構成鉱物

をなす（Kuno,1947）。化学分析値は次の通りであ

る。Si0253.32, Ti02 0.05, Alp,: 0.88, Fep3 0.71, FeO 

19.91, MgO 23.36, CaO 0.74, MnO 1.22，計100.0慨 。

山北町帯沢において石英閃緑岩体に近接して産

する普通角閃石・磁鉄鉱・紫蘇輝石（斜方輝石）な

どに富む縞状構造を持った変成岩の構成鉱物とし

て産し、鏡下でポイキロプラスチック構造を持ち、

普通角閃石 ・曹灰長石などの小粒を包有する

(Kuno, 1947）。化学分析値は次の通りである。SiOワ

53.20, Ti02 0.13, Al203 1.15, FeO 21.64, MnO 0.78, 

MgO 22.50, Cao 0.82，言十100.22%。

南足柄市矢倉岳を構成する石英閃緑岩ないし閃

緑岩体の一部に主要構成鉱物として産する。

8.72.カミントン閃石 Cummingtonite

仏tlg,Fe2•) 7 [OH I Si40) 2 単斜

山北町悪沢と箱根屋沢の中間に分布する角閃石

片岩の少量成分として産し、直閃石と共存する。

南足柄市矢倉沢付近において、矢倉岳を構成す

る閃緑岩体中に、やや鉄苦土鉱物に富んだ小岩体

があり、 これに含まれる普通角閃石の結晶粒の芯

は顕微鏡的に無色を呈し、光学記号も正であるこ

とから、カミントン閃石と同定されている。

8.73.透閃石 TremoliteCa川急 ［OHI Siplll 2単斜

横須賀市池上五丁目通称岡山に見られる変斑概岩

の空隙中に極めて微細な淡灰緑色針状結晶をなす。

8.74.普通角閃石（苦土ホルンブレン ド）

Magnesiohornblende 



c~ 仰g,Fe"+) 4Al [(OH) 2 I AlS~022] 単斜
従来普通角閃石と呼ばれて来たものの多くは、

Leake (1978）の 定 義によると

Magnesiohornblendeの化学組成の範囲に含まれる

が、他の鉱物名が必要な場合もある。しかし既存

の記載ではその多くが化学分析されていないため、

正確な鉱物名は与え られな~） o しかし、記述上ど

うしても必要であるので、小論では普通角閃石の

和名を使用する。しかし、この項目では確実な分

析値のある苦土ホルンプレンドについて記述する。

山北町中川温泉付近に露出する角閃岩中に角閃

石に富んだ部分と斜長石に富んだ部分とがmm単

位で互層をなす箇所があり、前者中暗緑灰色の部

分の化学分析値は次の通りで（Tibaet al., 1970）、

苦土ホルンブレンドに相当する。淡黄灰色の直閃

石と接して時に平行連晶をなす。SiOヮ48.41,Ti02 

1.10, Al203 9.55, Fe203 1.88, FeO 7.54, MnO 0.14, 

MgO 17.47, Cao 10.54, Na20 1.15, ~o 0.15, Hp+ 
1.89, Hp 0.10，言十99.92%。
山北町帯沢に露出する石英閃緑岩中に発達する

ベグマタイト質の部分の主成分をなす。南足柄市

矢倉沢の矢倉岳閃緑岩の主成分をなす。

横須賀市池上五丁目通称岡山および小矢部に見

られる変斑欄岩の主成分をなす。

8.75.パルガス閃石 Pargasite 

NaCa2 (Mg,Fe2+) 4Al [OH I A1Sip11J 2単斜

湯河原町鍛冶屋に見られるデイサイトの空隙中

に鉄撒横石・ クリストパル石・鱗珪石などと産す

る。新鮮なものは褐灰色、針状結晶をなす。

山北町帯沢産のスカルン中に赤褐色粒状の灰磐

石橋石に伴って暗灰色長さ数mmの板状結晶の集

合をなす。KzOに富むものである（Hirataand 

Kato, 1994）。 化学分析値は Si0238.33, Al203 

16.69, Ti02 0.57, Fez03 4.01, FeO 8.10, MgO 12.65, 

MnO 0.19, Cao 12.82, Nap 1.88, ~O 2.20, Cl 0.09, 

-O=Cl2 -0.02，言十98.01%。

8.76.直閃石Anthophyllite。1g,Fe2+)7 [OH I Sip11] 2 斜方
山北町中川温泉付近に露出する角閃岩中に角閃

石に富んだ部分と斜長石に富んだ部分とがmm単

位で互層をなす箇所があり、前者中比較的色の淡

い淡黄灰色の部分の化学分析値は次の通りで

ぐfibaet al., 1970）、 直閃石に相当する。暗緑灰色の

苦土ホルンブレンドと接して平行連晶をなす。
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化学分析値はSi0255.00, Ti02 0.35, ~03 2.11, Fe203 
1.59, FeO 13.45, MnO 0.25, MgO 23.97, CaO 0.97, 

Nap 0.33, ~O 0.05, H20+ 1.59, H20-0.04，計99.62%

の通りである。

8.77.珪灰石 Wollastonite Ca3 [S~09 ］ 三斜

山北町帯沢白石沢およびザレノ沢に産するスカ

ルンの主成分として産し、時に板状の自形結晶を

なす（神山・片山，1934）。共存鉱物としては、 ヴエ

スヴ石・灰磐石棺石 ・透輝石・モンチチェリ撒構

石などがあり、 卜ベルモリー石 ・プロムピエル石

などを伴うことがある。これらの産地においてX

緯単結晶写真法によりパラ珪灰石の存在も確かめ

られているが肉眼的識別は不可能で、ある。

8.78.トベルモリ一石 Tobermorite

C~ [OH:S~09] 2・4Hz0単斜
山北町帯沢ザレノ沢に産するモンチチェリ轍槙

石・ヴェスヴ石－ 珪灰石の空隙に白色鱗片状の結

晶をなす。プロムピエル石と共存する。

8.79.プロムピエノレ石 Plombierite 

~ [OH:S~09] 2 6Hz0斜方
山北町帯沢ザレノ沢に産するモンチチェ リ轍槙

石・ヴェスヴ石・ 珪灰石の空隙に白色粉末状をな

し、時に無色きわめて薄い板状を呈する。 トベル

モリ 一石と共存する （松原，1980）。わが国唯一の

産地である。

8.80.蓄蔽輝石岡1odonite(Mn,Ca) Mn4 [S~015］ 三斜

秦野市背戸ノ沢大日鉱山に産する。多く風化し

て暗褐灰色塊状をなし、含マンガン石棺石の集合

中に副成分をなす。比較的新鮮なものは帯紅灰色

の集合をなす。

8.81..パイロクスマンガン石 Pyroxmangite 

Mn7 [S~02 1 ］ 三斜

秦野市背戸ノ沢大日鉱山において、カ リオピラ

イトを主とする塊状の鉱石中に石英と共に帯紅灰

色の集合をなす。表面はクリプトメレーンなどで

おおわれている。

8.82.葡萄石Prehnitec~ [ (O町2IA1SiP1ol斜方
松田町松田総領において採掘されている変成度

の低い広域変成岩、特に緑色岩中に白色ないし淡

緑色の細p脈をなす。同様の産状のものは丹沢山



地南側一体に広く産し、石英・濁沸石などを伴う

(Seki et al., 1969）。化学分析値は次の通りである。

Si02 43.75, Ti02 0.19, Al203 23.25, Fep3 1.29, FeO 

0.11, MnO 0.06, MgO 0.03, CaO 26.61, Nap 0.18, 

Kp 0.06, H20+ 4.31, H20-0.11, 言十99.95%。

厚木市高取山南方にある採石場で凝灰岩中に葡

萄状の部分の発達した白色の脈をなす。石英と共

存する。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の変成層状マンガン鉱

床の母岩の一つである緑色岩中に見られる石英の

細脈の一部に帯青淡緑色部をなす。

8.83.滑石 TalcMg3 [(OH) 2 I Si4010］単斜

横須賀市池上五丁目に露出する蛇紋岩の周縁部

の割れ目にそうで緑泥石とともに淡灰緑色脈状の

集合をなす 。独立した集合をなさず、肉眼的には

認めにくい。

8.84.白雲母 MuscoviteKAlz [ (0町 2I A1S~010J 単斜

山北町落合の上流に分布する比較的変成度の高

い接触変成岩中、董青石を含むものの構成成分を

なし、また董青石の分解物として産する。また、こ

れより下流に分布する緑色片岩の主成分を構成す

る。緑泥石・曹長石・石英などと共存する。

8.85.セラドン石 Celadonite 

K仏tlg,Fe2)(FeνAl) [(OH) 2 I Si40!0] 単斜

松田町松田総領一帯に露出する丹沢層群に属する

酸性凝灰岩中に青緑色物質として細粒の石英ととも

に集合をなす。多量に集合したものは脆くなる。

8.86.金雲母 Phlogopite KMg3 [(OH) 2はlSip10J

単斜

湯河原町鍛冶屋のデイサイ トの空隙中に淡褐色

六角板状の結晶として産する。径数mmに及ぶも

のもあるが、厚さは非常に薄L¥ oクリストパル石－

パルガス閃石などと産する。

8.87.黒雲母 Biotite 

K側g,Fe2+):i [(OH) 2 I A1Sip10J 単斜
山北町中川付近において、泥岩起源の接触変成

岩の主成分をなす。これより上流に露出する石英

閃緑岩の一部でその構成鉱物をなす。

同様の産状のものは南足柄市矢倉岳に分布する

石英閃緑岩ないし閃緑岩の一部にも見られる。

大磯町・二宮町から中井町にかけて大磯丘陵に広く
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分布する軽石層中には黒雲母の破片が含まれている。

8.88.クリントナイト Clintonite 

Ca (Mg,Al) 2_3 [ (OH,F) 2 I (Al.Si) p 10] 単斜
山北町帯沢ザレノ沢に産するスカルン中粗粒の

ヴェスヴ石の粒聞を埋める方解石に伴って、微細

な淡緑灰色鱗片状集合をなす。転石から確認され

たものであるが、帯沢付近から産出したことは間

違いない。

8.89.モンモリロン石 Montmorillonite 

別a,Ca)0_3 (Al,Mg) 2 [ (0町2I Si4010] nHp単斜

横須賀市池上五丁目で、露出する葉山層群に属す

る灰色非常に細粒の凝灰岩の主成分をなす。X掠

的には石英およびモルデン湖｜；石の共存が認められ

たが、これは勿論肉眼的には認められなLE。

横須賀市衣笠付近においてかつて高速道路の工

事中に多量に産出した。暗灰色極めて細粒で化粧

品様の手ざわりを持つ。ここでは石英と共存する。

8.90.ノントロン石 Nontronite 

Na0_3Fe九 ［（OH)2 I (Si,Al) 4010] nHp単斜

湯河原町広河原に露出する玄武岩の空隙の内側

をおおう暗緑色物質として産し、各種沸石と共存

するものはノントロン石と考えられる。

8.91.サポナイト Saponite 

N~3 仰g,FE丹、；［（0印 2 I (Si,AI) P10l 4Hp単斜
平塚市万田に露出す高麗山層の一部を構成する

凝灰岩の一成分をなす。淡灰緑色土状の集合で、暗

緑色の普通輝石の微粒を含んでいる。

8.92.緑泥石 Chlorite 

仏tlg,Fe2+,Al,Fe3+)6 [(OH) 8 I (Si,Al) P 10] 単斜
丹沢山地を構成する広域変成岩中、緑色片岩中

の主成分をなす。

丹沢山地に分布する石英閃緑岩に含まれる鉄苦

土鉱物特に普通角閃石の分解物として生成されて

いる。横須賀市池上五丁目あるいは小矢部などに露

出するいわゆる変斑概岩の主成分をなす普通角閃

石の変質物として産する。また前者においては、

蛇紋岩の一部を置き換えて生成されている。これ

が多いと割れた面の光沢がなくなって来る。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の含マンガン灰磐石棺

石を主とする塊状の集合中に顕微鏡的に見られる

緑泥石様鉱物は、 化学分析値から緑泥石族の一員



のペンナンタイト（Pennantite）と判断される。し

かし緑泥石については現在分類方式が確立されて

おらず、これを独立種として扱い得る点において

は反対がないものの他の種とのバランスから、こ

こでは緑泥石の項の中に含めた。化学分析値は

Si02 24.26, Alp3 18.00, Fe203 0.99, MnO 32.00, MgO 

9.32, 計 84.86%で残余は H20と見なされる

(Hirata et al., 1995）。

8.93.カオリナイト KaoliniteA14 [(OH)8 ISi4010] 

三斜

箱根町大湧谷の噴気孔に伴って観察される変質

安山岩の構成成分をなす。時にほとんど本鉱物の

みから成る白色土状集合をなす。クリストパJレ石

を伴うこともある。

8.94.アンチゴライト（葉蛇紋石） Antigorite 

Mg6 [(OH) 8 I Sip 101 単斜

8.95.リザーダイト Lizardite 

MgG [(OH) 8 I Siρ101 単斜

共に横須賀市池上五丁目および小矢部などに露

出する蛇紋岩の主成分をなす。蛇紋岩のX線粉末

回折図の解釈では多くの場合両者の混合物と考え

られる。

8.96.クリソタイル（繊維蛇紋石） Cluysotile 

Mg6 [(OH) 8 I Sip!Ol単斜

横須賀市池上五丁目に露出する蛇紋岩体中に発達

する脈の構成成分をなす。白色繊維状のものが脈と

平行に発達している場合が多く、しばしば方解石と

混在する。繊維の長さ数cmに及ぶことがある。

8.97.カリオピライト Caryopilite 

Mn5 [(OH) 6 I Sip10J 単斜

秦野市背戸ノ沢大日鉱山の主鉱石と して採掘さ

れたものの一つ。暗灰褐色塊状をなし、風化に

よって表面はクリプトメレーンなど黒色の二酸化

マンガンの鉱物におおわれる。化学分析値はSi02

36.49, Alz03 0.38, MnO 51.57, MgO 0.32, CaO 0.27, 

計89.03%である。

8.98.ハロイサイト Halloysite 

Al4 [(OH) 8 I SiP10l 2Hz0単斜

8.99.メタノ、ロイサイト Metahalloysite 
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Al,1 [(OH) 8 I SiP10l単斜

箱根町大湧谷の噴気孔周辺の噴気によって変質

を受けた安山岩中に変質物として産する。白色土

状。両者は集合を作るこ とが多く、肉眼的には区

別できない。

8.100.珪孔雀石 Chrysocolla 

(Cu,Al) 4H4 [ (0町 8I Sip10J 2Hp非品質斜方？）

箱根町長尾峠付a近において安山岩の割れ目に淡

青色ガラス光沢を有する物質があり、定性分析で

Cuが検出されており、また光学的・X続的に非品

質であるので本種と同定される。上記化学式は結

品質のものに対して与えられたもので、非品質の

ものに通用するとは限らない。

8.101.アロフェン Allophane 

-Al6 [(OH) 6 I AizSip20l「Al(OH) ) 2 10H20 
非品質

小田原市を中心として分布する箱根火山からの

噴出物と判断される軽石層中の構成成分として、

白色あるいは淡黄褐不定形のゲル状物質は本種と

同定される。上記の式はいわば既存の分析値と考

えられる原子配列からの推定であり、決定版では

なp。

8.102.ヒシンゲル石 Hisingerite

Fe3+4 [(OH) 8 I Si4010] 4Hp非品質 （斜方？）

山北町尺里にある高松鉱山産の塊状の赤鉄鉱を

主成分とする鉱石と母岩である凝灰岩との境界に

沿って、暗黄褐色ガラス光沢のもろい物質が存在

する。X線的にはほとんど非品質で本種と同定さ

れる。

8.103.ネオトス石 Neotocite組成不定のMn2＋の含

水珪酸塩非品質，ペンウィス石 （Penwithite）は

同義語。

秦野市背戸ノ沢大日鉱山のカ リオピライトから

なる塊状の鉱石の割れ目をみたす暗褐色ガラス光

沢の物質として産する。風化すると更に暗色化し

でもろくなる。

8.104.正長石 Orthoclase K [AlS~08] 単斜

山北町河内川沿いに露出する緑色片岩や緑色岩

を貫く石英脈中に産し、いわゆる氷長石形の菱柱

状をなす。



8.105.微斜長石 Microcline K [AlS~08］三斜

山北町帯沢付近においてこれより上流に露出す

る石英閃緑岩と石灰岩の接触部に発達したと思わ

れる、淡肉色の微斜長石を含む花両岩様の岩石の

転石があるが、露出地は明らかでなし）0

8.106.曹長石 Albite Na [A1Sip8］三斜

山北町河内川流域に産する緑色片岩の構成成分

をなし（Sekiet al., 1969）、また石英の細脈中に含

まれる。

横須賀市池上五丁目に露出する変斑糖岩中、斜

灰簾石と共に曹灰長石を置き換えて産する。

8.107.灰曹長石Oligoclase

(Na, Ca) [ (Si,Al) 408] 三斜

山北町帯沢付近に露出する角閃岩中の斜長石は

多く灰曹長石である。

8.108.中性長石Andesine

制a,Ca)[ (Si,Al) 4010] 三斜

8.109.曹灰長石 Labradorite 

(Ca,Na) [ (Si,Al) p10J 三斜

南足柄市矢倉岳を構成する石英閃緑岩の構成成

分をなす斜長石は中性長石か曹灰長石である。

山北町帯沢上流に露出する石英閃緑岩の構成成分

をなす斜長石は中性長石か曹灰長石である。

8.110.亜灰長石 Bytownite

(Ca,Na) [ (Si,Al) 4010] 三斜

山北町畑付近において砂岩・泥岩などを貫く安

山岩質岩脈の斑晶として白色短柱状の自形結晶を

なす。

小田原市城山においてデイサイト質軽石の主成

分をなす柱状白形の斜長石はこれに属する。

8.111.灰長石 Anorthite Ca ［~Sip3J 三斜

箱根町須雲橋付近に露出する安山岩中に自形斑品

をなし、径3cmに達するものがある。

鎌倉市扇ケ谷および化粧坂に露出する三浦層群

に属する凝灰質砂岩中に長さ数mmの灰長石が含

まれている。この地層の分布域では各所で同様のも

のが見られた。

8.112.方沸石 AnalcimeNa [A1Si206] Hp等軸

横須賀市池上五丁目および小矢部にある蛇紋岩
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の割れ目にそうで微細な偏菱二十四面体の白形結

晶をなす。

平塚市万田の塩基性凝灰岩の空隙の壁に無色偏

菱二十四面体の白形結晶をなす。

山北町湯本平付近に見られる緑色岩の割れ目の

壁面上に微細な白形結晶として点在す る。方解石

を伴う。

8.113.ワイラケ沸石 Wair地ite

Ca [Al Sip 6] 2 2Hp単斜

山北町湯本平付近の玄武岩質凝灰岩の剖れ自に

濁沸石を伴う白色半透明の集合をなす。化学分析

値は Si0254.25, A1p3 23.43, Fe203 0.02, FeO 0.63, 

MgO 0.07, Cao 12.31, Nap 0.57, Hp+ 7.85, H2o-

0.98，計100.11%である。

8.114.曹達沸石 Natrolite Na2 [Al2Si3010] 2Hp 

斜方

横須賀市池上五丁目および小矢部にある蛇紋岩中

に白色柱状結晶あるいはその集合からなる脈として

産し、前者では トムソン沸石を伴うことがある。

8.115.中沸石 Mesolite 

Na2Ca2 ［~Sip10J 3 8H20斜方
藤野町菅井にある安山岩を切る白色級密な細脈

として産する。他の沸石を余り伴わなL)0 

8.116目スコレス沸石 Scolecite 

Ca ［~Si3010] 3Hp単斜
清川村札掛に産する玄武岩中に微細な柱状結晶

からなる白色細脈をなす。白形の明らかなものと

白色陶器様外観を持つものとがある。後者の化学

分析値は次の通り。Si0245.17, Al20; 26.74, FeP:: 

0.47, MgO 0.21, Cao 13.75, N円00.19, ~O 0.04, Hp+ 

13.15, H?o-0.26, 100.70%。

山北町帯沢ザレノ沢において、赤褐色粒状の灰

磐石棺石の集合の空隙に白色針状の結晶の集合体

をなす。

8.117.トムソン沸石 Thomsonite 

NaCa2 [Al5Si5020] 6Hp斜方

平塚市万田の塩基性凝灰岩中に長い板状結晶の

集合からなる白色細脈として産する。

横須賀市池上五丁目および小矢部に露出する変斑

概岩中に白色長い板状の結晶空なる細脈をなす。

空隙部には微細な針状結晶も産する。



8.118.モルデン沸石 Mordenite 

(Na2,K2,Ca) [A1Si5012] 2 6Hp斜方

湯河原町広河原において、変質した酸性凝灰岩

の割れ目にそ うて白色羽毛状の集合をなす。また

安山岩の空隙に産し、白色針状結晶の放射状集合

をなすこともある。時に輝沸石・菱沸石を伴う。

8.119.濁沸；石 La um on舵 Ca[AIS~06] 2・4Hp単斜
湯河原町不動滝付近の安山岩 －安山岩質凝灰岩

中に発達する白色細脈中に湯河原沸石と共存する。

また独立に白色柱状結晶からなる放射状集合をな

す。安山岩質凝灰岩中のものの化学分析値はSi02

53.82, Alp3 20.85, Cao 11.41，灼減14.77，計100.85%

である。

秦野市菩提付近からその北方および南方にかけ

て分布する中性から塩基性の凝灰岩起源の低変成

度の広域変成岩中に細脈をなす。化学分析値は

Si02 51.73, Alp3 21.67, Fep3 0.31, MgO 0.06, CaO 

11.19, Nap 0.46, KzO 0.39, Hp+ 10.96, Hp 3.28，計
100.05%である（Sekiet al., 1971）。

8.120.輝沸石 HeulanditeCa [AizS~0 13］・ 6H20 単斜
秦野市西田原付近において閃緑岩の空隙に束沸石

と共存する。自形結晶をなし、時に双晶も見られる。

山北町玄倉において、石英閃緑岩の空隙に石

英・緑泥石 －燐灰石などと共に産し、菱沸石・束

沸石を伴うこともある。

8.121.束沸石 Stilbite Ca [Al2Sip 18] ・ 7Hp単斜

湯河原町広河原において玄武岩岩脈の空隙中に

白色長板状の自形結晶をなす。

藤野町菅井で、安山岩の割れ目にそうで発達する

菱沸石脈の一部に長板状の結晶からなる放射状集

合をなす。

8.122.剥沸石 Epistilbite 3Ca [Al2Si6016] ・ 15Hp 

単斜

湯河原町広河原付近に露出する玄武岩岩脈の空

隙中に無色柱状の結晶をなし、最大IOmmに達す

る。化学分析値は次の通り（Galli& Rinaldi, 1974）。

Si02 57.4, Alz0317.7, Cao 8.4, Nap 0.6, KzO 0.1, 

Hp 15.3，計99.5%。

8.123.斜プチロル沸石 Clinptilolite 

(Na,K,Ca0) 15 [Al15Si1.P18] 6Hp単斜
山北町高松付近から松田町萱沼付近にかけて分
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布する丹沢層群を構成する低変成度の広域変成岩

中、酸性凝灰岩起源のもののX線粉末回折図中に

斜プチロル沸石とされるものが含まれている

(Seki et al., 1969）。

8.124.ガロン沸石 Garronite 

NaCa25 [Al3Si5016] 2 13.5Hp斜方

津久井町長者舎付近に露出する丹沢層群に属す

る低変成度の安山岩質凝灰岩起源の緑色岩を切る

白色細脈の一部に光学的一軸性負の沸石があり、

脈全体の構成鉱物のX親粉末回折図中に本種と見

なされる回折線が含まれている（Sekiet al., 1971）。

8.125.灰卜字沸石 Phillipsite 

KCa [Al3Sip16］・ 6Hp 単~f
山北町畑付近において足柄層群に属する砂岩層

を貫く安山岩岩脈の空隙中に白色微細な柱状結晶

をなして産し、少量の菱沸石を伴うことがある。

同町玄倉付近に露出する石英閃緑岩の一部に白

色細脈をなす。

8.126.重土十字沸石 Harmotome 

Ba [Al2Si6016) 6Hp単斜
秦野市背戸ノ沢大日鉱山の変成層状マンガン鉱

床に産するブラウン鉱・紅簾石などからなる鉱石

を切る細脈をなし無色最大2mm程度の結晶をなす。

8.127.湯河原沸石 Yugawaralite

Ca [Al2Si6016) ・ 4Hp単斜

湯河原町不動滝を構成する安山岩質凝灰岩中に

発達する脈中に無色単斜板状の結晶の集合をなし、

最大長2cmにおよぶ。1952年概井鉄ー ・林瑛

によって記載された新鉱物である。なお、化学分

析値は次のように訂正された（関・原村， 1966）。

.SiOフ59.29,AlつOヲ17.43,Feヲ030.31, Cao 9.90, MgO 

0.11, Nap 0.26, Hp 12.95，言十100.25%。
山北町川重の沸石相の変成作用を受けた安山岩質凝

灰岩中に白色半透明の細脈をなす (Seki et al., 1969）。

8.128.菱沸石 Chabazite Ca (AizSi4012) 6Hp六方
松田町猪越で淡緑灰色の安山岩質凝灰岩の割れ目

にそうて無色径2mm程度の菱面体自形結晶をな

す。化学分析値は次の通り。Si0250.99, A1z03 l 7.49. 

Cao 8.47, Nap 0.93, KzO 0.93% （加藤－ 平田，1987）。

山北町玄倉において石英閃緑岩の割れ目に石英・

緑泥石・燐灰石－束沸石・輝沸石などと共に最大5



mmにおよぶ菱面体の自形結晶として産する。
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